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経口投与又は経皮投与した実験(動物種、投与経路、投与量不明)で、自発運動低下、中枢神経

系の抑制及び呼吸筋の麻痺に起因する死亡がみられている。 

 
イ 皮膚腐食性／刺激性1) 

ウサギの皮膚に10 mg を24 時間開放適用した実験で、強度の刺激性を示す。また、ウサギの

皮膚に20 mg を24 時間適用した実験で、中等度の刺激性を示す。 

ヒトへの影響 

本物質は皮膚への刺激性を示す。 

 

ウ 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性1) 
ウサギの眼に111 mg を適用した実験で、中等度の刺激性を示す。 

ヒトへの影響 

本物質は眼への刺激性を示す。 

 

エ 呼吸器感作性または皮膚感作性 
ヒトへの影響 
Guinea pigsの耳介にPGE（5%エタノール液）を34日間、毎日塗布する試験において皮膚感作を

誘発した。6) 

本物質は接触アレルゲンであり、皮膚感作性を示す。エポキシ樹脂を取り扱う労働者でのパッ

チテストでは、本物質にばく露された経験のある58 人のうち9 人が本物質で陽性を示してい

る。また、エポキシ樹脂を扱うが本物質にはばく露されていない40 人の皮膚炎の患者では5 人

が本物質で陽性を示し交差感作性があることを示している。ケーブル製造工場の労働者で皮膚

炎を示す15 人の労働者のうち8 人が本物質で陽性を示しており、この場合ではプラスチック

絶縁体に本物質が安定剤として使用されている。また、20 人の樹脂製造労働者のうち19 人が

エポキシ樹脂に対して接触性アレルギーを示し、パッチテストでは本物質に14 人、アリルグ

リシジルエーテルに3 人、n-ブチルグリシジルエーテルに2 人が陽性を示している。1)

ACGIH は本物質を感作性物質として分類している。4)

呼吸器感作性についていは報告なし。 

 

オ 生殖細胞変異原性 
報告なし 

 



生殖細胞変異原性/発がん性/遺伝毒性参考資料 

     
本物質は労働安全衛生法有害性調査制度に基づく既存化学物質変異原性試験の結果、変異原性

が認められ、「変異原性が認められた化学物質による健康障害を防止するための指針」の対象物質で

ある。11)

 
カ 発がん性1) 

1. 吸入ばく露 
雌雄SD ラットを1、12 ppm(6、74 mg/m3)に6 時間/日×5 日/週×24 か月間吸入ばく露した

実験で、雌雄の12 ppm 群で鼻腔の扁平上皮癌の誘発がみられている。 
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